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サーモン養殖試験事業の実施について 

 

【海面養殖試験】 

 

Ⅰ 試験事業の目的 

  熊石地域の日本海側では、主力魚種であるイカやスケトウダラ、秋サケの不振が続き、漁獲

量が大幅に減少するなど、漁業を取り巻く環境は厳しさを増しており、主産業である水産業の

低迷は地域経済にも大きく影響を及ぼしている。 

近年、青森県などでは、サーモン養殖が盛んに行われており、国内需要や価格等の面で今後

も成長が見込まれることから、熊石沿岸漁業の振興と漁業経営の安定並びに地域の活性化を図

ることを目的に八雲町とひやま漁協が共同でサーモンの海面養殖試験を行う。 

 

Ⅱ 試験事業の概要 

 養殖試験の施設規模    １０ｍ鋼管枠イケス １基 

 養殖試験の魚種及び数量  トラウトサーモン ８００尾 

 稚魚、成魚の大きさ    稚魚 0.8 ㎏/尾  成魚 3.0 ㎏/尾（目標サイズ） 

 種苗の購入先       青森県 

 養殖試験の実施場所    熊石漁港内 ※別紙航空写真参照 

 養殖試験の期間      令和元年１１月～令和１０年月まで 

養殖試験の実施者     ひやま漁協熊石支所 サーモン養殖部会 

 

Ⅲ 試験項目 

 ①成長の把握 

 ②物理的環境調査 

 ③費用対効果の把握 

 

Ⅳ 養殖試験スケジュール 

 

 

 

 

 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

種苗搬入

馴致作業

飼育開始

種苗
出荷 搬入 飼育開始

馴致作業

種苗

出荷 搬入 飼育開始

馴致作業

出荷飼育・環境調査・生物測定

　　生残率・増重率測定・試験結果まとめ

生簀整備・設

置、養殖試験

準備

生簀整備・設

置、養殖試験

準備

飼育・環境調査・生物測定

生残率・増重率測定・試験結果まとめ

令和元年

令和２年

令和３年
生簀整備・設

置、養殖試験

準備

飼育・環境調査・生物測定

生残率・増重率測定・試験結果まとめ

令和４年

資料４ 
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【陸上養殖試験】 

 

Ⅰ 目 的 

  八雲町とひやま漁協が共同で実施するサーモンの海面養殖試験と並行して、八雲町水産試験

研究施設において、海洋深層水を活用し通年サイクルでのサーモン陸上養殖試験を行い、生残、

成長等の知見の収集を図ることを目的とする。 

 

Ⅱ 試験の概要 

 養殖試験の施設規模    魚類用ＦＲＰ円形水槽（１０ｔ） １基  

 養殖試験の魚種及び数量  トラウトサーモン ８０尾 ※海面養殖試験の稚魚を使用する 

 養殖試験の実施場所    八雲町水産試験研究施設 

 養殖試験の期間（予定）  令和元年１２月～令和２年１０月まで 

 

Ⅲ 養殖試験スケジュール 

 

 

 

 

 

 

年月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

種苗搬入

馴致作業

飼育開始

令和元年

令和２年

　　生残率・増重率測定・試験結果まとめ

飼育・環境調査・生物測定
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【トラウトサーモンとはどんな魚】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 「トラウトサーモン」は、サケ科サケ属ニジマスのことで、ドナルドソン（アメ

リカのドナルドソン博士が作った品種）やスチールヘッド（ニジマスの降海型）、こ

れらを改良したものなど、成長が良く大型になる品種。 

 

◆ 現在、トラウトやトラウトサーモンとして流通しているものは、すべて養殖され

たニジマスである。チリやノルウェー、タスマニアなどでは成長の良い品種を主に

海中養殖している。 

  ニジマスには、海に下る降海型と一生淡水で生活する陸封型がおり、陸封型は９

０㎝、降海型は１１０㎝ぐらいまで成長する。日本で養殖または放流されたものは

すべて陸封型で、一般に小型（３０㎝）である。 

  体は銀白色で背面は緑がかり、側線に沿ってピンク色の帯がある。体（特に背面）、

背びれ、脂びれ、尾びれには小黒点があり、体の特徴からほかのサケ類との識別は

ある程度可能である。 
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水面 水面
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土俵 土俵

ﾌﾛｰﾄ

生簀網

養殖生簀（真上）

養殖施設図

１辺の長さ　11ｍ

　養殖生簀（側面図）


